




○種類株式の配当の状況

　普通株式と権利関係の異なる種類株式に係る１株当たり配当金の内訳は以下のとおりであります。

（第二種優先株式）

１株当たり配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円銭 円銭 円銭 円銭 円銭

28年3月期 ― 0.00 ― 60.00 60.00

29年3月期 ― ― ― ― ―

（注）第二種優先株式につきましては、平成27年10月30日開催の取締役会決議に基づき、平成28年4月1日に全株式を

取得し、同日付で消却しております。

（第四種優先株式）

１株当たり配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円銭 円銭 円銭 円銭 円銭

28年3月期 ― 0.00 ― 0.75 0.75

29年3月期 ―

29年3月期（予想） 0.00 ― 0.55 0.55

（注1）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：有

（注2）１株当たり配当金の算定の基礎となる計数及び算式

(1)28年3月期

　①算式

　 配当金＝１株当たりの払込金額×0.15%

　②１株当たりの払込金額

　 500円

　③発行済株式数

　 70,000,000株

(2)29年3月期（予想）

　①算式

　 配当金＝１株当たりの払込金額×0.11%

　②１株当たりの払込金額

　 500円

　③発行済株式数

　 70,000,000株
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第1四半期連結累計期間の経営成績につきましては、経常収益は、貸出金利息及び有価証券利息配当金の減少など

により資金運用収益が減少したことや、株式等売却益の減少などによりその他経常収益が減少したことなどから、前

年同期比32億11百万円減少の105億84百万円となりました。

経常費用は、預金利息の減少などにより資金調達費用は減少したものの、株式等売却損の増加などによりその他経

常費用が増加したことなどから、前年同期比5億94百万円増加し91億14百万円となりました。

以上の結果、経常利益は前年同期比38億6百万円減少し14億69百万円に、親会社株主に帰属する四半期純利益は同31

億84百万円減少し11億7百万円となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第1四半期連結会計期間末の財政状態につきましては、総資産は、現金預け金の増加などにより前連結会計年度末

比700億円増加し、2兆3,871億円となりました。

一方、負債は、預金の増加などにより前連結会計年度末比716億円増加し、2兆2,792億円となりました。

また、純資産は、第二種優先株式の取得及び消却により資本剰余金が減少したことなどから、前連結会計年度末比

16億円減少し1,079億円となりました。

主要な勘定残高では、預金は、公金預金及び個人預金の増加などにより、前連結会計年度末比707億円増加の2兆

2,417億円となりました。

貸出金は、地方公共団体向け貸出金の増加などにより、前連結会計年度末比39億円増加の1兆6,074億円となりまし

た。

有価証券は、地方債などの国内債券が減少したことなどにより、前連結会計年度末比108億円減少し5,863億円とな

りました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成29年3月期第2四半期累計期間及び通期の連結業績予想につきましては、平成28年5月13日に公表した数値から変

更ありません。

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

　該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

　該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

(会計方針の変更)

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応

報告第32号 平成28年6月17日）を当第1四半期連結会計期間に適用し、平成28年4月1日以後に取得した建物附属設

備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

なお、当第1四半期連結累計期間の経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微であります。

(追加情報)

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年3月28日）を当第1四

半期連結会計期間から適用しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年６月30日)

資産の部

現金預け金 83,533 151,223

買入金銭債権 815 862

商品有価証券 529 763

金銭の信託 1,000 1,023

有価証券 597,214 586,319

貸出金 1,603,546 1,607,473

外国為替 4,165 9,247

その他資産 9,477 12,990

有形固定資産 22,726 23,298

無形固定資産 2,962 2,830

繰延税金資産 4,387 4,040

支払承諾見返 2,051 2,227

貸倒引当金 △15,323 △15,154

資産の部合計 2,317,086 2,387,146

負債の部

預金 2,171,013 2,241,713

債券貸借取引受入担保金 20,000 20,000

外国為替 32 51

その他負債 10,043 11,702

賞与引当金 850 219

退職給付に係る負債 2,583 2,394

役員退職慰労引当金 13 5

執行役員退職慰労引当金 29 28

睡眠預金払戻損失引当金 263 253

ポイント引当金 6 7

利息返還損失引当金 1 1

偶発損失引当金 292 270

再評価に係る繰延税金負債 358 358

支払承諾 2,051 2,227

負債の部合計 2,207,540 2,279,234

純資産の部

資本金 48,868 48,868

資本剰余金 32,575 30,447

利益剰余金 22,429 23,028

自己株式 △4 △4

株主資本合計 103,868 102,339

その他有価証券評価差額金 5,568 5,422

土地再評価差額金 415 415

退職給付に係る調整累計額 △306 △264

その他の包括利益累計額合計 5,677 5,572

純資産の部合計 109,545 107,912

負債及び純資産の部合計 2,317,086 2,387,146
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

経常収益 13,796 10,584

資金運用収益 8,710 7,374

（うち貸出金利息） 6,338 5,865

（うち有価証券利息配当金） 2,345 1,488

役務取引等収益 1,806 1,673

その他業務収益 78 814

その他経常収益 3,200 722

経常費用 8,520 9,114

資金調達費用 410 318

（うち預金利息） 236 178

役務取引等費用 784 847

その他業務費用 97 83

営業経費 6,973 7,118

その他経常費用 254 746

経常利益 5,275 1,469

特別利益 - 43

収用補償金 - 43

特別損失 32 35

固定資産処分損 20 11

減損損失 11 24

税金等調整前四半期純利益 5,243 1,478

法人税、住民税及び事業税 514 88

法人税等調整額 438 282

法人税等合計 952 371

四半期純利益 4,291 1,107

親会社株主に帰属する四半期純利益 4,291 1,107
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

四半期純利益 4,291 1,107

その他の包括利益 △2,523 △104

その他有価証券評価差額金 △2,524 △146

繰延ヘッジ損益 27 -

退職給付に係る調整額 △26 42

四半期包括利益 1,768 1,002

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,768 1,002
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

　

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当行は、発行する第二種優先株式について、平成28年4月1日に全株式を取得し、同日付で消却いたしました。

この結果、当第１四半期連結累計期間において、資本剰余金が2,128百万円減少し、当第１四半期連結会計期間

末において資本剰余金が30,447百万円となりました。
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1.　損益の概況
(1)　単体損益

【単体】 （単位：百万円）

平成29年3月期 平成28年3月期 平成29年3月期

第1四半期 第1四半期 第2四半期累計期間

（3ヵ月） （3ヵ月） 業績予想

（6ヵ月）

業務粗利益 8,454 △ 685 9,139

資金利益 7,084 △ 1,235 8,319

役務取引等利益 638 △ 200 839

その他業務利益 730 750 △ 19

うち国債等債券損益 721 671 50

経費(除く臨時処理分)(△) 7,006 35 6,971

人件費(△) 3,588 △ 2 3,591

物件費(△) 2,936 30 2,905

税金(△) 481 7 474

実質業務純益 1,447 △ 720 2,168

コア業務純益 726 △ 1,392 2,118

一般貸倒引当金繰入額(△)　① - - -

業務純益 1,447 △ 720 2,168

金銭信託運用見合費用(△) 0 △ 0 0

臨時損益 △ 23 △ 3,032 3,008

うち株式等関係損益 △ 58 △ 2,669 2,610

うち不良債権処理額(△)　② △ 31 305 △ 337

経常利益 1,424 △ 3,752 5,177 1,500

特別損益 8 29 △ 20

税引前四半期純利益 1,433 △ 3,723 5,156

法人税、住民税及び事業税(△) 53 △ 409 463

法人税等調整額(△) 286 △ 150 436

四半期(中間)純利益 1,093 △ 3,163 4,256 1,200

実質信用コスト①+② △ 31 305 △ 337

(注) コア業務純益＝業務純益＋一般貸倒引当金繰入額－国債等債券損益

前年同期比

◇平成29年3月期第１四半期の単体の業績については、業務粗利益が、国債等債券損益の増加 
 などにより、その他業務利益は前年同期比7億50百万円増加しましたが、貸出金利息及び有 
 価証券利息配当金の減少などにより、資金利益が同12億35百万円減少したことなどから、 
 同6億85百万円減少し84億54百万円となりました。 
◇実質業務純益は、業務粗利益が減少したことや、経費が前年同期比35百万円増加したことか 
 ら、同7億20百万円減少し14億47百万円となりました。また、コア業務純益は、前年同期比 
 13億92百万円減少の7億26百万円となりました。 
◇経常利益は、株式等関係損益の減少などから、前年同期比37億52百万円減少の14億24百万円 
 となり、四半期純利益についても、同31億63百万円減少の10億93百万円となりました。 
◇平成29年3月期第2四半期(累計)の業績予想に対する進捗率は、経常利益が94%、四半期(中間) 
 純利益が91%となっております。 
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(2)　連結損益

【連結】 （単位：百万円）

平成29年3月期 平成28年3月期 平成29年3月期

第1四半期 第1四半期 第2四半期累計期間

（3ヵ月） （3ヵ月） 業績予想

（6ヵ月）

連結業務粗利益 8,611 △ 691 9,303

資金利益 7,055 △ 1,245 8,300

役務取引等利益 825 △ 196 1,022

その他業務利益 730 750 △ 19

営業経費(△) 7,118 144 6,973

与信関係費用(△) 34 345 △ 310

株式等関係損益 △ 58 △ 2,669 2,610

その他 69 44 24

経常利益 1,469 △ 3,806 5,275 1,800

特別損益 8 40 △ 32

税金等調整前四半期純利益 1,478 △ 3,765 5,243

法人税、住民税及び事業税(△) 88 △ 425 514

法人税等調整額(△) 282 △ 155 438

四半期純利益 1,107 △ 3,184 4,291

1,107 △ 3,184 4,291 1,400

実質信用コスト 34 345 △ 310

前年同期比

親会社株主に帰属する
四半期（中間）純利益

◇平成29年3月期第1四半期の連結の業績は、主として単体の損益状況を反映し、連結業務粗利益 
 が前年同期比6億91百万円減少し、86億11百万円となりました。 
◇経常利益は、連結業務粗利益が減少したことや、株式等関係損益が減少したことなどから、前 
 年同期比38億6百万円減少の14億69百万円となりました。 

◇親会社株主に帰属する四半期純利益は、前年同期比31億84百万円減少の11億7百万円となりまし 

 た。 
◇平成29年3月期第2四半期(累計)及び通期の連結業績予想については、平成28年5月13日に公表し 
 た前回発表予想から修正はありません。 



㈱筑波銀行 (8338) 平成29年3月期　第1四半期決算短信

- 4 -

2.　金融再生法開示債権 　

【単体】 (単位 : 百万円)

平成27年6月末比

破産更生債権及び
これらに準ずる債権

4,736 △ 798 5,534 5,068

危険債権 35,811 △ 652 36,463 37,168

要管理債権 3,866 654 3,212 3,902

小計　　① 44,413 △ 796 45,209 46,138

正常債権 1,573,911 41,723 1,532,188 1,567,580

合計  　② 1,618,324 40,927 1,577,397 1,613,718

(単位 : ％)

不良債権比率　①／② 2.74 △ 0.12 2.86 2.85

(注) 上記の計数は、「金融機能の再生のための緊急措置に関する法律施行規則」第4条に規定する各債権のカテゴリーにより

 　分類しております。

　　 また、同計数は、当行の定める自己査定基準に基づく平成28年6月末時点の資産査定の結果による債務者区分を基に計上

   しております。

　　 　※債務者区分との関係：破産更生債権及びこれらに準ずる債権 … 実質破綻先、破綻先の債権

危険債権 … 破綻懸念先の債権

要管理債権 … 要注意先のうち、元金又は利息の支払いが3ヵ月以上延滞しているか、

　　　　　　　　　　 又は貸出条件を緩和している貸出債権

3.　自己資本比率 (国内基準)　

【連結】 (単位:億円)

平成27年6月末比

① 自己資本比率 9.07 ％ △ 0.68 ％ 9.75 ％ 9.21 ％

② 自己資本の額 1,061 △ 21 1,082 1,071

③ リスク・アセットの額 11,693 596 11,096 11,625

④ 所要自己資本額 467 23 443 465

平成28年6月末 平成27年6月末 平成28年3月末

平成28年6月末 平成28年3月末平成27年6月末

◇平成28年6月末の金融再生法に基づく開示債権額は、「破産更生債権及びこれらに準ずる 
 債権」及び「危険債権」が減少したことなどから、前年同期比7億96百万円減少し444億 
 13百万円となりました。 
◇この結果、不良債権比率は、前年同期比0.12ポイント改善し2.74％となりました。 

◇平成28年6月末の連結自己資本比率は、第二種優先株式の取得及び消却や劣後特約付社債の 
 償還などにより自己資本の額が減少したことや、貸出金の増加などによりリスク・アセット 
 が増加したことなどから、前年同期比0.68ポイント低下し9.07%となりました。 
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4.　時価のある有価証券の評価差額

(1)　その他有価証券

【単体】   (単位 : 億円)

平成28年6月末 平成27年6月末 平成28年3月末

時価 評価差額 時価 評価差額 時価 評価差額

うち益 うち損 うち益 うち損 うち益 うち損

その他有価証券 5,080 76 103 26 5,522 114 126 11 5,193 77 98 20

 株  式 71 6 11 5 100 43 43 0 155 14 18 3

 債  券 2,971 68 69 0 3,419 40 43 2 3,153 63 65 1

 その他 2,037 2 22 19 2,002 30 39 9 1,884 △ 0 15 15

　(注) 「評価差額」は、帳簿価額と時価との差額を計上しております。

(2)　満期保有目的の債券

【単体】   (単位 : 億円)

平成28年6月末 平成27年6月末 平成28年3月末

帳簿 含み損益 帳簿 含み損益 帳簿 含み損益

価額 うち益 うち損 価額 うち益 うち損 価額 うち益 うち損

満期保有目的の債券 685 47 47 - 693 27 27 0 688 43 43 -

  (注) 1.「含み損益」は、帳簿価額 (償却原価法) と時価との差額を計上しております。

       2.有価証券のほか譲渡性預け金を含めております。

(3)　子会社株式で時価のあるもの

該当ありません。

◇平成28年6月末のその他有価証券の評価差額は、「株式」及び投資信託などの「その他」の評価益 
 が減少したことなどから、評価差益が前年同期比37億円減少の76億円となりました。 
◇満期保有目的の債券は、含み益が前年同期比19億円増加の47億円となりました。 
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5.　預金・貸出金残高等の状況

(1)　預金・貸出金残高

【単体】  　(単位 : 億円)

平成27年6月末比

預  金　　 22,512 112 22,400 21,805

うち個人預金 16,852 4 16,848 16,692

貸 出 金　 16,068 396 15,671 16,028

(2)　中小企業等貸出金残高・比率

【単体】  　(単位 : 億円,%)

平成27年6月末比

中小企業等貸出金残高 11,250 141 11,109 11,255

中小企業向け貸出 6,765 17 6,748 6,804

個人向け貸出 4,484 124 4,360 4,451

中小企業等貸出比率 70.01 △ 0.87 70.88 70.22

（注）個人向け貸出には、消費者ローンとその他個人向け貸出を含んでおります。

(3)　消費者ローン残高

【単体】  　(単位 : 億円)

平成27年6月末比

消費者ローン 4,392 141 4,250 4,357

住宅ローン 4,003 172 3,831 3,961

その他ローン 388 △ 30 418 396

(4)　預り資産残高

【単体】  　(単位 : 億円)

平成27年6月末比

預り資産 2,149 14 2,135 2,160

投資信託 974 △ 133 1,108 1,021

年金保険等 919 161 757 888

国債等公共債 197 △ 28 226 198

外貨預金 58 16 42 52

平成28年6月末 平成27年6月末 平成28年3月末

平成28年6月末 平成27年6月末 平成28年3月末

平成28年6月末

平成28年6月末 平成28年3月末

平成28年3月末

平成27年6月末

平成27年6月末

◇平成28年6月末の預金残高は、一般法人の流動性預金を中心に前年同期比112億円増加し、 
 2兆2,512億円となりました。 

◇貸出金残高は、前年同期比396億円増加し、1兆6,068億円となりました。 

 なお、中小企業等貸出金残高は、前年同期比141億円増加の1兆1,250億円、住宅ローンは、 

 同172億円増加の4,003億円となりました。 
◇預り資産残高は、投資信託は減少しましたが、年金保険等が増加したことなどから、前 
 年同期比14億円増加し、2,149億円となりました。 


	uji
	9244009672807
	説明資料2806
	 1 
	 2 
	 3 
	 4 
	 5 
	 6 


